
 

 

 

《維新プロジェクト評価》 

１ 新たな価値を創造する産業ＤＸプロジェクト  

 デジタル技術を活用した生産性の向上や新たなビジネスモデル・サービスの創
出を支援するとともに、今後大きな成長が見込まれるデジタル関連企業の誘致の
推進、デジタル社会を担う人材の育成、技術流出防止等の経済安全保障対策の推
進等の取組を通じて、本県の産業力を大きく伸ばす 

    

１ 産業におけるデジタル化の加速 

２ 航空機産業・宇宙ビジネスへの挑戦 

３ 水中次世代モビリティ関連産業の振興による新たなイノベーションの創出 

 
（1）成果指標の状況 

成 果 
指 標 

進捗状況 指標数 主な指標 

★★★★★(目標を達成）   
★★★★ (計画を上回る) 6 先導的プロジェクトによる未来技術導入件数 等 

★★★   （ほぼ計画どおり） 1 水中ロボット関連プロジェクト化件数（累計） 

★★     (計画を下回る) 1 航空機・宇宙機器産業での受注獲得金額 
★     （計画から大幅に遅れ）   

（2）県民実感に係る調査結果 

調 査 区 分 調査項目 そう思う どちらともいえない そう思わない 

県 民 実 感 度 調 査 
（％） 

デジタル技術を活用した県内企業の新たな産業やビジネス創

出の取組が進んでいると思いますか。 
16.2 51.6 29.9 

※そう思う：「そう思う」・「どちらかといえばそう思う」の計、そうは思わない：「そうは思わない」・「どちらかと言えばそうは思わない」の計(以下同じ) 

 

（3）主な取組と成果 

主
な
取 
組 

と 

成 

果 

◆産業におけるデジタル化の加速 

○ ものづくり企業のＤＸに向けた取組を促進するため、未来技術の導入・利活用や、新たな製

品・技術・サービス等の創出に向けた取組への一貫支援を実施するとともに、デジタル技術の

実装に向けた取組を支援する補助制度を創設し、実証 7 件、補助制度による実装３
件を達成（R５年度）。 

［実証事例］ 

生成ＡＩ技術等を活用した作業効率や生産性の向上 

ブロックチェーンを活用した電力情報の証跡化 

ＡＩとＩｏＴ技術を活用した現場の安全管理 

［実装事例］ 

物流支援ロボット AGV 導入による材料搬送作業の改善 

レーザースキャナ/ドローン導入による３次元測量データ作成業務の内製化 

雇用構造を変える分散型工場（スマートファクトリー）への遠隔監視・制御・操作システムの導入 

○ 中小企業のデジタル経営転換を促進するため、段階に応じた補助制度により、デジタルツー

ルの導入から情報処理システムの構築、先駆的な取組に必要な設備導入に至るまで、企業のニ

ーズや課題に応じた効果的な支援を実施し、１８１件の導入を支援。 
［中小企業ＤＸ推進補助金（先駆型）の支援事例］ 

運送業者の配車業務や事務処理を軽減させるため、「運輸システム」の構築支援 

○ 未来技術を活用した新サービス等を創出する企業に対して、専門家派遣や補助金による支

援により、中小企業の IoT 導入率を 19.3％（R3 年度）から 25.7％（R5
年度）に引き上げ。 

重 点 
施 策 

概 要 



 

 

 

○ やまぐちＤＸ推進拠点「Ｙ－ＢＡＳＥ」で、分析ツールを用いた交通事故デー

タの可視化や Web 予約システムの実装等の支援を実施し、154 件の課題を解決した。ま

た、AI（人工知能）の利活用による業務変革や新事業創出の推進に向け、生成 AI アカウン

ト貸出による実証環境の提供やコンサルティングによるハンズオン支援など、Y-BASE
において生成 AI の利活用支援を加速。 

○ 官民連携のデジタルコミュニティ「デジテック for YAMAGUCHI」にお

ける共創活動を通じた課題解決の取組を促進。 

  （事例）獣害マッププロジェクト、フードバンク「ありがとう Web サイト」開発 等 

○ AI やデザイン思考など DX 創出に必要な技術・スキルを習得する実践的研
修を実施し、行政・企業等の内部で DX を推進することができる人材の育成・確保を推進

（デジタル技術を活用できるリーダー人材の育成人数 170 人）。 

〇 「山口県デジタル実装推進基金」を活用して、子育て環境の充実や AI を活用し

た教育支援、産業分野の業務効率化など、県民の生活実感の向上等に繋がるデジタル実
装の取組を集中的に実施。 

○ アウトリーチ活動による技術情報流出防止意識の醸成 

技術情報流出防止意識の浸透率 98.9%（R5 年度） 

○ 先端技術情報を保有する県内企業・学術機関における危機意識向上及び自主的対策の促進

を目的として、有識者を招へいした経済安全保障セミナーを開催。 

◆航空機産業・宇宙ビジネスへの挑戦 

○ 航空機・宇宙機器産業において、試作品作成経費の助成、展示会出展支援、新商品の研究開

発に対する補助を行い、航空機・宇宙機器産業への参入を促進し、受注獲得金額 50,700
万円（R4～R5）を達成。 

○ 宇宙利用産業の振興を図るため、山口県産業技術センターに設置した「衛星データ解析技術

研究会」や「宇宙データ利用推進センター」において、技術者の育成に取り組むとともに、衛

星データを活用したソリューションの研究開発を支援。 

○ 県が支援してきたスタートアップ企業による経済産業省の大型実証事業の採択をはじめ、

衛星データの活用に関する 20 件のプロジェクトが国の実証事業に採択（H29～

R5）。 

◆水中次世代モビリティ関連産業の振興による新たなイノベーションの創出 

○ 水中次世代モビリティ関連産業の振興を図るため、山口県産業技術センターに設置した「水

中ロボット技術研究会」において、セミナーやワークショップを開催し、技術認知度の向上や

企業間の技術交流を促進するとともに、事業化に向けた技術シーズの獲得を目指してプロジ

ェクトを組成し、国事業を含む３件の実証を実施。 

[実証事例] 

・マルチビームソナー搭載ＡＳＶによる広域藻場調査の実用化検証 

・音響測位技術とＲＯＶを活用した水中構造物点検と３Ｄモデル化手法の検討 

・定置網の低コストかつフレキシブルな点検作業手法の検証 

 

（4）総評 

総
評 

デジタル技術の実装に向けた補助制度や専門家派遣等の支援により、企業における実装事例が

創出されるなどの成果が上がっているが、依然として県内中小企業のＩｏＴ導入率は低く、デジ

タル技術が急速に進展する中、AI の利活用による業務変革など、DX の実現に向けた一層の支援

が求められている。 



 

 

 

（5）課題と今後の展開方向 

課
題
と
今
後
の
展
開
方
向 

◆産業におけるデジタル化の加速 

○ デジタル技術の急速な進展に対応するため、生成ＡＩなど、新たな技術の実証事業や実装

支援を実施することにより、生産性向上等に取り組む事業者を支援していく必要がある。 

○ 多くの県民の皆様が、デジタルによって社会や暮らしが変わったと真に実感できるよう、

「山口県デジタル実装推進基金」を活用したデジタル実装の取組の更なる拡大を図るととも

に、自動運転技術など先進技術の導入やデジタルによる中山間地域等の暮らしの充実など、

人口減少に伴う地域の社会課題の解決に向けて、実装ハードルの高い取組にも積極的に挑戦

し、その取組モデルを県内に普及していく必要がある。 

○ 関係機関・団体を通じた先端技術保有企業の実態把握を推進しつつ、企業や学術研究機関

のニーズに応じたより説得力のある手法・素材を用いた情報提供活動が必要である。 

◆航空機産業・宇宙ビジネスへの挑戦 

○ 他産業への波及効果の高い航空機・宇宙機器産業において、付加価値の高い大型案件を受

注するための体制強化に向けた支援を行い、企業の成長を後押しする取組が必要である。 

○ 宇宙利用産業の振興に向けて、技術的支援に加え、ソリューション開発から事業化までの各 

段階における継続的な支援が必要である。 

◆水中次世代モビリティ関連産業の振興による新たなイノベーションの創出 

○ 水中次世代モビリティ関連産業の振興に向けて、企業等による研究開発や事業化を促進する

ため、「水中ロボット技術研究会」を中核として、ニーズ・シーズの発掘やネットワーク強化

等に向けた更なる取組が必要である。 
 

 

（参考）令和６年度の主な新規・拡充取組 

拡 やまぐちＤＸ加速化事業 

デジタル人材のすそ野拡大に向け、ｅスポーツを入口として、若者がデジタルについて「楽しみなが

ら学ぶ」ことができるデジタルリテラシー向上講座や交流促進イベントなどを実施 

新 AＩトランスフォーメーション推進事業 

 県内企業・団体等の生成ＡＩ活用のサポートや中核人材育成を通じて、ＡＩの利活用による業務変革

を推進 

新 スマート社会実現プロジェクト推進事業 

 若者にとって魅力を感じ、暮らしやすく、住み続けたいと思うスマート社会を実現するため、自動運

転技術などの未来をデザインする先進的なデジタル技術の実装を推進 

新 やまぐち中小企業物流ＤＸ促進事業 

 物流を安定的かつ持続可能なものとしていくため、県内中小企業の物流ＤＸに向けた取組を支援 

拡 宇宙利用産業創出支援事業 

衛星データを活用したシステム等の事業化に向けた開発の補助など、県内企業による衛星データを

活用した新事業創出を支援 


